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令
和
３
年
度
野
洲
川
河
川
清
掃

～
住
民
主
役
の
活
動
に
向
け
て
～

活動拠点 (問い合わせ先)
水のめぐみ館 ウォーターステーション琵琶内 河川レンジャー活動支援室
〒520-2279 滋賀県大津市黒津4-2-2 TEL077-536-3520 FAX077-536-3530
E-mail：r-manager@water-station.jp URL: http://www.water-station.jp/ranger
FB : http://www.facebook.com/BiwakoRanger

行
政
と
企
業
や
地
域
住
民
の
方
々
が
別
々

に
実
施
し
て
い
る
野
洲
川
の
河
川
清
掃
活
動

を
今
年
も
琵
琶
湖
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
繋
ぎ

ま
し
た
。

フェイスブックで活動を広報しています！
琵琶湖河川レンジャーFacebookページ
https://www.facebook.com/BiwakoRanger/

11月20日(土)

(

参
加
者
の
感
想)

○
毎
年
、
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
の
に

１
年
で
多
く
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た

事
に
驚
き
ま
し
た
。

○
幼
木
が
確
実
に
成
長
し
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
特
に
、
幼
木
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
方
を
含
め
て
、
早
め
早

め
の
伐
採
が
不
可
欠
と
思
い
ま
す
。

○
樹
木
の
伐
採
は
想
像
し
て
い
た
よ
り

も
重
労
働
で
、
成
長
し
た
樹
木
を
除

去
す
る
事
の
難
し
さ
を
知
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

（
活
動
内
容
）

こ
の
活
動
は
、
昨
年
ま
で
は
琵
琶
湖
河
川
事
務
所

が
主
催
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

住
民
主
体
の
活
動
と
し
て
水
上
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

繋
ぎ
ま
し
た
。
今
回
は
、
地
元
の
自
治
会
を
は
じ
め
、

地
元
の
企
業
の
株
式
会
社
レ
イ
マ
ッ
ク
、
綾
羽
株
式

会
社
、
立
命
館
守
山
中
学
校
、
行
政
か
ら
は
守
山
市
、

琵
琶
湖
河
川
事
務
所
の
参
加
が
あ
り
、
11
月
20
日

（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
約
80
名
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
野
洲
川
中
洲
親
水
公
園
（
あ
め
ん

ぼ
う
）
を
挟
ん
で
上
下
流
お
よ
び
対
岸
の
河
川
敷
や

堤
防
の
清
掃
、
河
原
の
樹
木
（幼
木
）
の
伐
採
、
幸
津

川
沿
い
に
今
年
3
月
に
み
ん
な
で
芝
桜
を
植
え
た

「

ひ
だ
ま
り
」
の
除
草
を
行
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
は
４
５
リ
ッ
ト
ル
袋

で
２
０
袋
、
約
２
０
キ
ロ

分
が
収
集
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
芝
桜
は
少
し
ず

つ
根
を
張
り
育
っ
て
き
て

い
ま
し
た
。
来
年
の
開
花

が
楽
し
み
で
す
。

河
川
内
の
樹
木
は
伐
採
し
た
後
、
放
置

し
て
お
く
と
数
年
で
再
繁
茂
し
て
き
ま
す
。

樹
木
が
繁
茂
す
る
と
川
の
流
れ
が
悪
く
な

り
、
川
が
あ
ふ
れ
水
害
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
樹
木
が
小
さ
い
内

に
除
去
す
る
事
を
今
年
か
ら
河
川
管
理
者

と
住
民
と
の
連
携
協
働
の
取
組
み
と
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

樹
齢
1
年
ぐ
ら
い
か
ら
数
年
の
幼
木
２
０

本
程
が
伐
採
で
き
ま
し
た
。

河川清掃

ひだまりの除草

幼木伐採の試行

プレゼンター
プレゼンテーションのノート





ライフジャケット試着体験

伐木を利用した木工細工の展示

野洲川河川清掃 第２部 防災・川に親しむイベント 2021.11.20

近
年
、
全
国
で
想
定
外
の

災
害
が
起
き
て
い
る
中
、
災

害
時
に
避
難
所
等
で
活
躍
す

る
「

防
災
か
ま
ど
づ
く
り
」

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

綾
羽
株
式
会
社
の
み
な
さ

ん
が
主
体
的
に
、
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
体
験

し
た
こ
と
で
、
災
害
時
に
避

難
所
で
地
域
住
民
の
方
々
と

力
を
合
わ
せ
て
非
常
炊
き
出

し
活
動
が
で
き
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
他
の
参
加

者
の
み
な
さ
ん
に
も
防
災
に

関
心
を
持
っ
て
頂
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

Eボート

樹
木
再
繁
茂
対
策
で
伐
採

し
た
伐
木
材
の
有
効
活
用
と

し
て
、
今
回
は
ド
ラ
ム
缶
に
よ

る
簡
易
炭
づ
く
り
を
立
命
館

守
山
中
学
校
の
協
力
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た
。

防災かまどづくり体験 簡易炭づくり野洲川の生き物を知ろう

瀬
田
川
を
歩
こ
う
！

（
開
催
報
告
）

瀬
田
川
に
つ
い
て
の「

魅
力
」
や「

課
題
」
を
地
域

の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
琵
琶
湖
河

川
レ
ン
ジ
ャ
ー
制
度
等
も
知
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
支
援
室
が

企
画
し
て
令
和
３
年
11
月
13
日
（
土
）に「

瀬
田
川
を

歩
こ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
、
①
瀬

田
川
の
探
訪
、
②
河
川
協
力
団
体
の
取
り
組
み
紹
介
、

③
瀬
田
川
洗
堰
操
作
の
紹
介
、
④
意
見
交
換
を
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
瀬
田
川
周
辺
の
大
学
生
や
住
民
な
ど
13

名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【参加者の感想】
 瀬田川沿いの大津市黒津地区に約40年以上住んでいるが、今回初

めて知ることが色々あり、非常に勉強になった。
 琵琶湖水位の観測方法や、大日山の謂われを深く知ることができた。
 カワニナという生き物がいることが分かった。
 昭和29年の水害が大変だったことが分かった。
 河川レンジャーの活動を知ることが出来て良かった。

河川レンジャー活動支援室より

野
洲
川
は
琵
琶
湖
と
行
き

来
す
る
水
生
生
物
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
支

援
室
か
ら
は
、
野
洲
川
に
住

ん
で
い
る
生
き
も
の
を
実
際

に
見
て
触
れ
て
も
ら
い
、
野

洲
川
へ
の
さ
ら
な
る
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
水
槽

展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。
晩

秋
の
水
温
も
低
く
な
る
中
で
、

ウ
ツ
セ
ミ
カ
ジ
カ
や
ツ
チ
フ
キ

な
ど
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い

在
来
種
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

瀬田川探訪の様子WS琵琶会議室でのふりかえりの様子

ドラム缶による炭づくり防災かまどで火起こし野洲川の生きもの展示ツチフキ
ウツセミカジカ

琵琶湖河川レンジャーの紹介
～新たに福西健太河川レンジャーが任命されました～

今年11月に、新しい琵琶湖河川レンジャーが誕生しました!! 12月17日に開催された臨時の「河川レンジャー制
度運営委員会」において任命式を行いました。福西河川レンジャーは、主に瀬田川を中心に活動されます。
テーマは、『瀬田川を愛する人々が、安全・安楽に共存できる川づくり』です。みなさん是非応援してあげて下さい！

はじめまして、このたび琵琶湖河川レンジャーとなりました福西です。
私は、琵琶湖での釣りを通して、ゴミや景観の問題が気になり、ゴミ拾
いを続けていました。これからはみなさんとゴミや景観、河川マナー、
水辺の安全の問題を一緒に考えていきたいと思っています。
よろしくお願いします。

中谷委員長（左）と福西河川レンジャー（右）

福西河川レンジャーよりひと言

琵琶湖河川レンジャー募集中

興味のある方は、
QRコードから
アクセスしてください

引き続き
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